
（ご注意）
1．

2．

3．

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メモ
事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 方 法

４月１日～翌年３月 31 日

３月 31 日

毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541－8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120－094－777（通話料無料）

東京証券取引所スタンダード市場

電子公告により、当社ホームページに掲載します。
なお、やむを得ない理由により電子公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

https://www.sk-kaken.co.jp/

第69期
中間決算のご報告
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■ 売 上 高

■ 経常利益

■ 中間（当期）純利益

中間期

通　期

株主の皆様には、平素は格別のご高配

を賜り、有難く厚くお礼申し上げます。

ここに当社グループ第69期中間期

（2024年4月1日 か ら2024年9月30日

まで）の連結業績につきましてご報告申

し上げます。

当中間期におけるわが国経済は、賃上

げや政府の減税政策等による所得環境の改善、インバウンド需要の

増加から景気は引き続き緩やかな回復基調となりました。しかしな

がら、中東やウクライナにおける紛争の長期化、中国における不動

産市場停滞の継続、エネルギー価格や原材料価格の高騰等の影響に

より、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

建築塗料業界におきましては、都市部や首都圏を中心とした大規

模再開発案件やホテル・物流施設・データセンター等の需要が堅調に

推移致しました。一方、戸建住宅等の需要は、建設費の上昇、物価上

昇による消費者マインドの低下により、ブレーキがかかりました。

また、慢性的な人材不足による現場技術者及び現場作業員の確保と

育成が大きな課題であり、運送費・人件費の高騰、人材の高齢化等厳

しい市場環境にあります。

このような状況下、当社グループは、運送費の高騰により運賃価

格の見直しを行い、経費削減に努めるとともに、引き続き新築市場だ

けではなく膨大なストックを有するリニューアル市場において、当

社の技術革新による製品、超耐久・超低汚染塗料、地球温暖化現象に

対応した省エネタイプの遮熱塗料、新型省力化建材、オリジナルの

高意匠性塗材や耐火被覆材・断熱材等の拡販に努めてまいりました。

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高は、521億円

16百万円（前年同期比6.4％増）となりました。利益面におきまして

は、経費削減等を行い、営業利益は、61億43百万円（同9.6％増）と

なり、経常利益は、為替変動の影響等により61億92百万円（同34.7

％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は、46億17百万円（同

30.6％減）となりました。

今後の景気の見通しにつきましては、インバウンド需要の増加、

物価上昇の鈍化や賃上げ等により、景気の回復が緩やかに進むと思

われます。一方、地政学リスクの高まりや中国等の景気後退が懸念

となり、依然として先行きが不透明な状況が続くものと予想されま

す。その中で、当社グループは、一層の社内組織体制の充実を図り、

より一段と国内外の新市場の開拓に尽力し、オリジナルの新技術・

新製品の開発やコストダウンの促進に取り組むことにより業績の拡

大に努めてまいります。通期の連結業績予想は、売上高1030億円、

営業利益122億円、経常利益137億円、当期純利益95億円を見込ん

でおります。

株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援とご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げます。

2024年12月

❶ ❷

藤 井  実 広
第65期
2020年度

第66期
2021年度
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※「収益認識に関する会計基準」等を第66期の期首から適用しており、第66期以降に係る売上高については、
当該会計基準等を適用した後の売上高となっております。
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 （単位：百万円）

科　目 前　期 当中間期

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 26,359 22,762

支払手形及び買掛金 8,787 7,623

短 期 借 入 金 3,000 3,000

未 払 金 6,612 6,747

未 払 法 人 税 等 3,353 1,447

賞 与 引 当 金 1,925 1,707

役員賞与引当金 103 51

製品保証引当金 85 79

そ の 他 2,491 2,104

固 定 負 債 4,106 4,222

繰 延 税 金 負 債 55 65

役員退職慰労引当金 1,284 1,300

退職給付に係る負債 147 148

そ の 他 2,619 2,707

負 債 合 計 30,466 26,984

（ 純 資 産 の 部 ） 

株 主 資 本 148,724 151,593

資 本 金 2,662 2,662

資 本 剰 余 金 3,137 3,170

利 益 剰 余 金 152,444 155,241

自 己 株 式 △ 9,518 △ 9,479

その他の包括利益累計額 3,885 5,875

その他有価証券評価差額金 10 9

為替換算調整勘定 3,739 5,746

退職給付に係る調整累計額 135 119

純 資 産 合 計 152,610 157,469

負 債 純 資 産 合 計 183,076 184,454

2024年3月31日現在 2024年 9 月30日現在科　目 前　期 当中間期

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 137,507 138,277

現 金 及 び 預 金 105,885 105,103

受取手形及び売掛金 18,950 19,439

電 子 記 録 債 権 3,171 4,004

商 品 及 び 製 品 2,153 2,318

仕 掛 品 1,381 1,377

未成工事支出金 251 372

原材料及び貯蔵品 4,355 4,430

そ の 他 1,374 1,250

貸 倒 引 当 金 △ 18 △ 19

固 定 資 産 45,569 46,176

有 形 固 定 資 産 12,875 13,598

建物及び構築物 3,366 3,400

機械装置及び運搬具 238 253

土 地 8,278 8,971

建 設 仮 勘 定 177 174

そ の 他 814 797

無 形 固 定 資 産 803 867

投資その他の資産 31,890 31,709

投 資 有 価 証 券 7,624 7,623

繰 延 税 金 資 産 247 45

長 期 預 金 20,011 20,000

退職給付に係る資産 1,594 1,608

そ の 他 2,554 2,594

貸 倒 引 当 金 △ 143 △ 162

資 産 合 計 183,076 184,454
※  記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2024年 3 月31日現在 2024年 9 月30日現在

 （単位：百万円）

科　目 前中間期 当中間期

売 上 高 49,000 52,116
売 上 原 価 34,212 36,169

売 上 総 利 益 14,787 15,946
販売費及び一般管理費 9,180 9,802

営 業 利 益 5,606 6,143
営 業 外 収 益

受 取 利 息 758 940
受 取 配 当 金 0 0
為 替 差 益 3,067 －
固定資産売却益 0 669
為替換算調整勘定取崩益 － 13
そ の 他 76 3,902 93 1,717

営 業 外 費 用

支 払 利 息 15 17
為 替 差 損 － 1,648
そ の 他 8 24 2 1,669
経 常 利 益 9,485 6,192

税金等調整前中間純利益 9,485 6,192
法人税、住民税及び事業税 2,955 1,361
法人税等調整額 △ 122 2,833 213 1,574
中 間 純 利 益 6,652 4,617

※  記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2023年 4 月 1 日から
2023年 9 月30日まで

2024年 4 月 1 日から
2024年 9 月30日まで
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2023年 4 月 1 日から
2023年 9 月30日まで

2024年 4 月 1 日から
2024年 9 月30日まで
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連 結 純 資 産
企業集団の従業員数
事 業 内 容

代表取締役会長
代表取締役社長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

■ 役　　員

■ 会社概要

■ 主 要 な 事 業 所

■ 主要な関係会社

藤 　 井 　 　 　 實
藤 井 実 広
坂 本 雅 英
片 岡 秀 人
藤 井 訓 広
福 岡 　 透
伊 藤 義 之

竹 内 正 博
長 塚 孝 史
西 田 伸 二
本 竜 坦 道
濱 名 正 二
竹 原 道 幸
尾 﨑 　 賢

SKK （S） PTE.LTD. 
SKK （H'K） CO.,LTD.
H.K.SHIKOKU CO.,LTD.
SK KAKEN （M） SDN.BHD.
SKK CHEMICAL （M） SDN.BHD.
SK COATINGS SDN.BHD.

SIKOKUKAKEN （SHANGHAI） CO.,LTD.
SK KAKEN （THAILAND） CO.,LTD.
SKK CHEMICAL （THAILAND） CO.,LTD.
PT.SKK KAKEN INDONESIA
PT.SKK KAKEN KONSTRUKSI 
PT.SKK KAKEN DISTRIBUSI

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（2024年9月30日現在）

❻

1958年4月17日
26億62百万円

1,574億69百万円
2,353名（臨時従業員を除く）
 ● 建築仕上塗材事業
　有機無機水系塗材、合成樹脂塗料、無機質系塗材、高級内装装飾材、
　高意匠性内外シート建材、無機質建材の製造販売及び特殊仕上工事
　の請負
 ● 耐火断熱材事業
　断熱材、耐火被覆材、耐火塗料の製造販売及び耐火断熱工事の請負
 ● その他の事業
　各種化成品の製造販売

本　社

シンガポール
香 　 　 　 港
香 　 　 　 港
マ レ ー シ ア
マ レ ー シ ア
マ レ ー シ ア

中 国 上 海
タ 　 　 　 イ
タ 　 　 　 イ
インドネシア
インドネシア
インドネシア

省力化・快適・健康・安全・安心・環境性向上・資産価値の向上
エスケー化研は、技術革新を推進し、未来へつながる新型製品を提供し続けます。

本 社

事 業 本 部
国 際 事 業 本 部
東 京 支 社
札 幌 支 店
仙 台 支 店
東 京 支 店
千 葉 支 店
埼 玉 支 店
横 浜 支 店
北 陸 支 店
名 古 屋 支 店
京 都 支 店
大 阪 支 店

神 戸 支 店
広 島 支 店
高 松 支 店
福 岡 支 店
大 利 根 工 場
埼 玉 工 場
神 奈 川 工 場
名 古 屋 工 場
大 阪 工 場
兵 庫 工 場
九 州 工 場
第一技術研究所
第二技術研究所
SKKグローバルセンター
営業所全国55ケ所

〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
TEL．072-621-7720
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-25
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-31-18
〒065-0042 北海道札幌市東区本町二条10-2-39
〒983-0013 宮城県仙台市宮城野区中野1-5-12
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-31-18
〒263-0003 千葉県千葉市稲毛区小深町122-1
〒337-0051 埼玉県さいたま市見沼区東大宮6-30-48
〒244-0801 神奈川県横浜市戸塚区品濃町549-2
〒920-8203 石川県金沢市鞍月3-34
〒451-0044 愛知県名古屋市西区菊井2-14-19
〒612-8415 京都府京都市伏見区竹田中島町263
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-5-31

〒652-0807 兵庫県神戸市兵庫区浜崎通5-1
〒731-5161 広島県広島市佐伯区五日市港2-1-5
〒761-8073 香川県高松市太田下町2585-3
〒813-0062 福岡県福岡市東区松島5-6-16
〒303-0044 茨城県常総市菅生町57-1
〒347-0017 埼玉県加須市南篠崎1-6
〒252-0012 神奈川県座間市広野台2-3-30
〒475-0032 愛知県半田市潮干町1-2
〒567-0056 大阪府茨木市南清水町4-5
〒679-0221 兵庫県加東市河高355-40
〒820-0609 福岡県嘉穂郡桂川町吉隈429-26
〒567-0059 大阪府茨木市清水1-25-10
〒567-0056 大阪府茨木市南清水町4-1
〒567-0034 大阪府茨木市中穂積3-12-2

耐火被覆材・不燃断熱材　新たな耐火認定を取得

「ＳＫタイカコートＨＳ」が鋼管柱の1.5時間耐火認定を取得（６月）

「ＳＫタイカコートＨＳ」が梁の1.5時間耐火認定を取得（８月）

改修・新築市場のニーズに応える新製品・新工法を開発

ＦＯＯＭＡ ＪＡＰＡＮ２０２４ に出展
世界最大級の食品製造総合展が６月4 ～ 7日の４日間東京ビックサイトで開催されまし
た。当社は耐衝撃性、耐熱性に優れる塗床材をはじめ、工場の内外装リニューアル提案
や、遮熱工法等の製品紹介、展示をしました。

砂岩調・土壁調塗材 塗り替え工法「アートフレッシュシリーズ」
超耐候形ハイブリッドシリコン樹脂多彩模様塗料「エスケープレミアムマルチカラーⅡ」
二液弱溶剤形屋根用遮熱無機塗料「エスケープレミアム無機ルーフ遮熱」
内装用メタリック調装飾仕上塗材「ファインメタクイーンIN」
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（ご注意）
1．

2．

3．

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メモ
事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 方 法

４月１日～翌年３月 31 日

３月 31 日

毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541－8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120－094－777（通話料無料）

東京証券取引所スタンダード市場

電子公告により、当社ホームページに掲載します。
なお、やむを得ない理由により電子公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

https://www.sk-kaken.co.jp/
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